
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 

「フォトポエムによる詩の創作学習	
 

	
 	
 	
 〜単元の開発と実践に関する研究	
 〜	
 」	
 

 
                  千葉大学大学院教育学研究科   鬼澤	
 敦子  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
1 問題の所在	
 
	
 最近は評価と指導の難しさから、詩の指導は読

む学習、鑑賞指導が多くなり、創作詩を書く学習

まで至っていないことが多い。教科書に掲載され

ているのは、成人が児童のために書いた少年詩が

多く、少年詩を鑑賞指導で学習していることが多

い。 
	
 しかし、ひらがな、カタカナを覚えた１年生の時

期から、日常生活や体験的な学習活動の中で自然の

変化を発見し、動植物と触れ合う中で感じ取ったこ

とを、文章で表現できることが必要である。 
	
 そこで、発見したことや感動したことを、写真と

詩で表現をする、フォトポエムという新しい形の創

作学習を、低学年で扱うこととする。 
	
 低学年は、見たことや体験したことを忘れてしま

うことが多いが、写真を活用することで記述の支援

になる。写真を見ることで、情景を思い出す。児童

には、写真を撮影した時の気持ちや、写真を選んだ

時の気持ちを大切にして記述をさせたい。 
	
 児童が感動したことや、発見したことを自ら撮影

したり、たくさんの写真の中から選んだりする活動

を行うことで、児童の意欲が向上するのではないか。

自ら写真を撮影したり、写真をタブレット端末の画

像の中から選んだりすることから、くわしく写真を

見るようになり、情景を描写する力が生まれるので

はないか。 
	
 本研究の目的は、詩の創作学習を行うことであり、

詩の創作学習で付ける力を、フォトポエムという新

しい創作学習で行うこととする。 
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３	
 論文の概要	
 

	
 第１章の問題の所在では、フォトポエムという新

しい創作詩を扱う意義と、写真と詩の歴史について

述べた。	
 

	
 第２章の先行研究・実践の検討では、詩と写真の

先行研究、フォトポエムの先行研究、創作詩の指導

や発想法について示した。また、創作詩の指導につ

いて、教科書の比較を行った。	
 

	
 第３章では、研究の目的と方法について記述した。	
 

	
 第４章では、授業・教材の開発として、実践１か

ら実践６までの学習の流れを示した。	
 

	
 第５章の結論では、作品の変容から児童の成長を	
 

分析した。また、質問紙調査の結果を分析し、意欲	
 

の向上を確認した。	
 

	
 第６章では、本研究の成果と課題をまとめた。	
 

 
４	
 研究の目的と方法	
 

(1)研究の目的	
 



	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 本研究の目的は低学年児童を対象としたフォト

ポエムづくりの授業を開発・実践し、その有効性と

課題を明らかにすることである。 
(2)研究の内容・方法	
 

	
 季節の移り変わりや動植物の成長に気付き、日常

的にフォトポエムづくりができるように、単元を開

発する。長期間にわたる実践になるため、各教科の

指導事項や目標と関連して指導ができるように配

慮をする。本研究は小学校２年生を対象に実践を行

う。授業中の児童の様子、事前・事後のアンケート

の記述、各単元における作品の比較などを参考にし

て検証を行う。	
 

	
 

５	
 	
 授業・教材の開発 
	
 勤務校である公立小学校２年生のクラスを借りて

本研究の実践を行う。本章では授業実践における授

業、教材の開発と研究を中心に記述する。	
 

(1)実践授業の計画・実施	
 

	
 ４月に実態をつかむための予備実践を行い、そ

の後、朝の時間を活用して詩に親しむ学習を継続

的に行う。また、国語科、生活科、図工科の時間

に実践授業を行う。 
①朝の学習の時間の活用 
・詩の学習	
 （火・水・木）週に２回〜３回行う

（時数には、入れていない時間の活用） 
・読書、音読、群読、視写、書き換え、翻作、創

作活動を行い、作品はファイルにまとめる 
②各教科での取り組み 
・国語科	
 体験したことや想像したことなどから

書くことを決め、書こうとする題材に必要	
 

な事柄を集めて、詩を書くことができる。（書くこ

と）	
 

・生活科	
 具体的な活動や体験について、自分な

りに考えたり、工夫したりして、それを素直に表

現することができる。(活動や体験についての思

考・表現)	
 

・図工科	
 紙粘土や絵の具を使いながら、想像し

たことを考えて、表したいことを見付けている。

（発想や構想の能力）	
 

	
 

６	
 実践計画	
 

	
 予備実践から、詩を読むこと、書くことの指導

が必要と考え、朝の時間に継続的に指導できるよ

うに計画を立てた。基本的には朝の時間 15 分を
使用し、ロングの指導については 1時間目と合わ
せて 60分で指導を行うこととした。 
	
 実践の三つの柱として、以下のように計画を立

てた。	
 

	
 A	
 	
 詩の継続的な取り組みと環境づくり	
 

	
 B	
 	
 視写、翻作、創作（なりきりで創作、五	
 
	
 	
 	
 感やオノマトペを使用した創作詩）	
 

	
 C	
 	
 ICTの活用と情報発信能力の向上	
 
	
 

(1)フォトポエム全体の実践内容	
 	
 31 時間	
 

（国語 23 時間＋生活 6時間＋図工 2時間＋	
 

	
 	
 	
 	
 	
 朝の時間 15 分×13＋常時活動）	
 

①「活用	
 フォトポエム制作の実践」	
 	
 24 時間	
 

	
 （国語 17 時間＋生活 5時間＋図工 2時間	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＋朝の時間 15 分×7）	
 

・実践 1	
 	
 春（予備実践）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 4時間	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （国語 3時間＋生活 1時間）	
 

・実践 2	
 やご（嵐）	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2時間	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （国語 2 時間＋朝の時間 15 分×4）	
 

・実践 3	
 シャボン玉	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2時間	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （国語 1時間＋生活 1時間）	
 

・実践 4	
 ミニトマト	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2時間	
 	
 
	
 （国語 1時間＋生活 1時間＋朝の時間 15 分×3）	
 

・実践 5	
 のはらうた	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 6時間	
 
	
 （国語 4時間＋図工 2時間＋朝の時間 15 分×1）	
 

・実践 6	
 秋	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 4時間	
 	
 
	
 （国語 3時間＋生活 1時間）	
 

・実践 7	
 冬	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （予定）4時間	
 	
 
	
 （国語 3時間＋生活 1時間）	
 

②「習得	
 基礎基本を身に付ける実践」	
 2 時間	
 

（国語 2 時間＋朝の時間 15 分×5＋常時活動）	
 

・読書	
 	
 	
 	
 （朝の時間 15分×1＋常時活動）	
 	
 
・視写	
 	
 	
 	
 （朝の時間 15分×2＋常時活動）	
 
・言葉遊び	
 	
 	
 （朝の時間 15分×1）	
 
・穴埋め	
 	
 	
 	
 （朝の時間 15分×1）	
 
・AR（拡張現実）を使ったお気に入りの詩の紹介	
 

           （国語 2時間）	
 
③「発信	
 作品を発表する」	
 4 時間	
 

	
 （国語 3 時間＋生活 1時間	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＋朝の時間 15 分×1）	
 

・	
 家の人へ作品を発表する手紙を書く	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 （朝の時間 15分×1）	
 
・	
 フォトアルバムの発表会をする「５年生と合

同発表会」（国語 3時間＋生活 1時間）	
 
・	
 フォトポエムの本作り（国語２時間）	
 

	
 

７	
 	
 結論	
 

(1)作品の変容から	
 

	
 作品の変容を見るために、抽出児の変容を記述す

る。A児は、書くことが嫌いな児童である。	
 
①	
 書くことが嫌いな A児の変容	
 	
 
	
 実践１は、適当な創作だったが、継続的に学習

することで、表現技法を使用した創作に変容した。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
  ［図１］	
 春 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
	
 ［図２］	
 嵐 
 

 
 
 
 
 
 
 
	
 ［図３］	
 のはらうた 

	
  
	
 	
 ［図 4］	
 秋 
	
 実践１「春」では、A 児はタブレット端末で写
真を撮ることは好きだが、詩を考えることは嫌い

だと話していた［図１］。 
	
 実践２「嵐」では、A児は「窓の近くだからよ
く見える。」と、意欲的に学習に取り組むことがで

きた［図２］。 
	
 実践５「のはらうた」の作品づくりでは、鉄棒

の上に紙粘土で制作したヘビを置いて、工夫しな

がら写真を撮影していた［図 3］。 

	
 実践６の「秋のフォトポエム」では、「かれは

のじゅうたんできるかな」「かれはのおふとんも、

できるかな」と、繰り返しの言葉を使いリズムの

よい作品を制作した［図４］。 
	
 A児にとって、嵐の日の感動を見付けて、その
感動を言葉で表現できたことが、作品づくりのき

っかけになっていた。 
	
 

８	
 質問紙調査から	
 

	
 ４月、７月、９月、10月と質問紙調査を実施し
た結果を比較する。 
	
 「詩を書くことは好きですか」の質問では、「好

き」と「少し好き」を合わせると、４月 17人、7
月が 20人、９月が 23人、10月が 28人と、だん
だんと増えている。 
「タブレットを使う学習は好きですか」という質問

では、４月はタブレット端末を使う学習が「嫌い」

「少し嫌い」という子が３人いたが、9月、10月に
は、「嫌い」「少し嫌い」の子がいなくなっている。

これは、タブレット端末を使って写真を撮ることは

楽しいが、詩を考えることは難いからつまらないと

言っていた子が「好き」に変化したからである。 
	
 「詩を考えるときに参考にしたもの」を聞く質

問では、「タブレットで写真を見る」が、7月は 6
人だったが 10月には 22人に増えている。詩の創
作に写真を見ることが有効だったと確認できた。 
	
 創作学習においてタブレット端末を活用し、身

の回りに目を向けて、発見したことを言葉で切り

取り表現することは、手立てとして有効だとわか

った。 
	
 

９	
 本実践を行った成果と課題	
 

成果	
 	
 

	
 フォトポエムの創作を行うことにより、児童の学

習への意欲が高まり、季節の移り変わりや、動植物

の成長に気付き、詩を創作することができた。これ

は、写真を撮ること、写真を選ぶことで何を表現し

たいのかがはっきりと確認でき、詩を創作する手立

てとなったからである。継続的な学習を行うことに

より、詩の創作とタブレット端末の操作に慣れ、一

人一人の成長を確認することができた。	
 

課題	
 

	
 タブレット端末の準備や片付けが、担任１人では

大変なため、児童が操作方法に慣れるまで、支援員

が必要である。また、写真を見ながら、縦書きで文

字を入力できる、タブレット端末のアプリケーショ

ンソフトが必要だと感じた。フォトポエムの作品を、

ポートフォリオのように蓄積することが有効と考え

る。	
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